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第 2章 中国OLED材料、装置、アプリケーション分野別分析（見本） 
 2-2.中国 OLED 材料メーカーの現状、動向 
� � 2-2-1.中国 OLED 材料メーカーの現状 
� 2016 年 5 月 18 日、中国発展改革委員会が発表した「国家発展委員会工業情報化部門
による製造業モデルチェンジにおける重大プロジェクトの実施に関する通知」（「国家
発展改革委工業和信息化部关于�施制造業昇級改造重大工程的通知」）において、
AMOLED 等の次世代ディスプレイ量産技術を重点において発展させていくことが明記
された。2017 年 1 月、工業情報化部、発展改革委員会、科技部、財政部は「新材料産
業発展指南」を共同公布し、新材料のアプリケーションを重点的に展開することに言及
した。その後もこれに似た支援政策が次々と公布されており、OLED パネル及び関連材
料産業は業界及び投資家から注目を浴びている。 
 
 現在、OLED 完成品材料の生産は主に韓国、日本、ドイツ及び米国企業に集中してい
る。昇華材料の事業の核心は特許である。日本が 2000 以上の特許を取得しているほ
か、韓国も多数の特許を買い取っている。特許の売却を断った中小企業が韓 Samsung
社の材料サプライチェーンに参入するのは極めて難しい。中国材料メーカーは上記の国
家と比べると、未だ大きな格差が開いている。例えば、中 Xi'an Mamareco New 
Materials Co.,Ltd.社（西安瑞聯新材料有限公司、以下「Mamareco New Materials」）
は小品目における特許を獲得しており、中国パネルメーカー向けに販売しているが、ま
ずは先行技術の模倣から始めており、大半の特許はやはり韓国、日本、ドイツ及び米国
企業に集中している。 
 
 現在中国では、多数の企業が OLED 材料を生産している。その内、一部の企業は元々
液晶材料の生産をメインにしており、流れに乗って OLED 材料市場に参入した。中
Valiant 社（万潤股份）、中Mamareco New Materials 社（瑞聯新材）が挙げられる。
これらの企業は主に OLED 中間体材料と昇華前材料を生産し、OLED 完成品材料メーカ
ーに販売している。OLED 完成品材料メーカーにて昇華処理を経て最終的に OLED 完成
品材料となり、OLED パネルの生産に使われる。長期的にみると、中国材料メーカーの
技術開発におけるブレークスルーに伴い、パネルメーカーはコスト削減が必要となるた
め、完成品材料の国産化は大勢の赴くところである。 
  
 現在中 Jilin OLED 社（吉林奥来徳）、中 Valiant 社（万潤股份）、中 GuanMat 
Optoelectronic Materials（江西冠能光電材料）等企業メーカーが既に中国の主要なパネ
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ルメーカーに材料を提供している。その内、中 Jilin OLED 社（吉林奥来徳）の材料の品
目が最も豊富で、OLED 産業の発展に際して同社が最初に利益が得るものと見込まれ 
る。 
 
 各社の OLED 材料事業をみると、現在それぞれの売上高は少額に留まっている。川下 
OLED パネルメーカーの生産ライン稼働率が低いためである。中 BOE 社等パネルメーカ 
ーの量産により、将来的に拡大するものと見込まれる。 
�

図表 2-2-1 中国 OLED 材料メーカー情報一覧 
種類 奥来徳 万潤股份 江西冠能 阿格蕾雅 宇瑞化学 瑞聯新材 濮陽恵成 

有機 EL

発光層

(EL） 

中間体 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

粗品 ◯  ◯     

昇華品 ◯ ◯ ◯     

ホール輸送層（HTL） ◯   ◯    

電子輸送層（ETL） ◯   ◯    

� �出典：中国OLED 網）� �

 
第 3章 中国 OLED 産業の重点地域に対する分析（見本） 
 3-3.環渤海経済圏における OLED 産業の発展状況に対する分析 
  3-3-1.環渤海経済圏における OLED 産業の発展状況 
� 環渤海経済圏は中国五大 OLED 産業地域の一つである。中 BOE 社(北京市北京経済技
術開発区に本社を置く)を代表とした FPD 産業チェーンが既に完成しており、環渤海経
済圏における最も重要な FPD 産業基地となっている。IHS Markit によると、2017 年通
年、中 BOE 社のスマートフォン、タブレット、ノート PC 向けディスプレイの市場シェ
アは世界 1位で、モニター、デレビ向けディスプレイの市場シェアは世界 2位となっ
た。 
 
河北省固安市 
  2006 年に中 BOE 社は河北固安に携帯電話端末用中小型パネル事業の拠点を構えた。
2016 年 7 月に第 2期の投資として、30 億元を投資した。新工場ではスマートフォン向
けの高品質タッチパネルモジュールを生産する。2017 年 6 月、新工場の生産が開始
し、年産ディスプレイモジュール 1.55 億枚となる。 
�
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 2015 年 5 月 17 日、中 Eternal Material Technology（EMT）社（北京鼎材科技有
限公司）の OLED 有機発光材料産業化プロジェクトが河北省固安市の「OLED 新材料
孵化港」（OLED 新材料開発区）に入居し、固安市の次世代 FPD 産業開発区における初
めてのプロジェクトとなった。これにより、固安市の次世代 FPD 産業開発区は全面的に
軌道に乗った。 
 
 独自技術に関する研究開発能力を有している中 EMT 社の OLED 有機発光材料産業化
プロジェクトは、主に高性能有機発光材料等の先端エレクトロニクス情報材料の研究開
発及び産業化に力を入れている。同開発区は更に中国トップレベルの OLED ディスプレ
イメーカーを誘致し、国際競争力のある次世代 FPD 産業基地を作る計画である。また
PMOLED 市場において、中 EMT 社の市場シェアは 40％以上となっている。 
 
 2016 年上半期、黒牛食品(2018 年 5 月、維信諾に社名変更)は完全子会社である雲谷
(固安)科技有限公司へ 262 億元を投資し、河北省固安での 6G AMOLED ライン（月産 3
万枚）の建設が 2016 年 10 月にスタートした。主にフレキシブル AMOLED パネルを製
造する。この 6G フレキシブル AMOLED 生産ラインは 2018 年 5 月 17 日に稼働し
た。 
 
 2016 年 9 月、黒牛食品は完全子会社の霸州市雲谷電子科技有限公司（以下「霸州雲
谷」）へ 6G AMOLED モジュール生産ラインの建設に 18.69 億元を投資した。 
2017 年 4 月に着工し、2018 年 11 月に竣工する計画となっている。 
 
 OLED 照明産業におけるベンチャー企業の中 Yeolight 社(翌光科技)は固安に中国最先
端の第 2.5 世代 OLED 照明量産ラインを建設した。2016 年 10 月より稼働している。 
 
第 4章 中国主要OLEDパネル企業分析（見本） 
4-2. Tianma Microelectronics Co., Ltd. (Tianma) (天馬微電子股份有限公司) 
4-2-1.会社案内 

 中 Tianma 社(天馬微電子股份有限公司)は中 AVIC INTERNATIONAL 社(中航國際控股
股份有限公司、以下「中航国際」)の子会社であり、1983 年に設立された中国の国有企
業である。1995 年に深圳証券取引所にて上場した。親会社が航空技術事業を展開してい
るため、『天馬』と名付けられた。 
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図表 4-2-1 中 Tianma 社の実質的な支配株主関係図(2017 年 12 月 31 日付) 

 
（出典：Tianma,GNC） 

 

 2017 年 12 月 31 日時点で、中航国際股份が中 Tianma 社(天馬)の株式 20.81％を保有
し、同社の支配株主となっている。中航国際は子会社の中航技術国際深圳、中航国際股
份を通じて合計中 Tianma 社(天馬)の株式 32.16%を保有しており、同社の実質的な支配
者となっている。一方、中航国際の支配株主は中国航空工業集団で、同社の株式
62.52%を保有している。航空工業集団は中国国有資産監督管理委員会の子会社で、国務
院国有資産監督管理委員会に支配される。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
  4-2-7. 上海天馬有機発光 
 上海天馬有機発光の主な製品は、中小型の AMOLED ディスプレイパネル及びモジュ
ールである。上海天馬の中国発の 4.5G AMOLED パイロット生産ラインの技術と経験を
転用し、2013 年末に 5.5G AMOLED 生産ラインを立ち上げ、2016 年 4 月より量産に
入り、中国の大手スマートフォンブランド企業に出荷している。現在は生産能力、良品
率を高めている段階で、2018 年のフル稼働が見込まれる。 
 

図表 4-2-16 上海天馬有機発光の生産ライン 
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（出典：Tianma, GNC） 
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 上海天馬有機発光は韓 Samsung 社、中 Visionox 社と並んで、中 ZTE 社（中興） 
A910 スマートフォン搭載の 5.5 インチ 720p AMOLED ディスプレイの供給を行って
いる。同社は 5.5 インチ FHD と HD AMOLED リジッド／フレキシブルディスプレイに
おいて優位性を有する。今後 2、3 年の内に、国産ディスプレイの普及に伴い、上海天
馬有機発光を代表とした中国中小型 AMOLED ディスプレイメーカーの市場シェアは急
速に向上すると予想される。 
 

図表 4-2-17 2016-2017 年上海天馬有機発光の財務情報 

（出典：Tianma, GNC） 
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